
 
 
 

日常生活を基に自分の意見を考え、具体物を操作しながら、自分

の考えを説明することができる子。 

 
 

① 実感を伴った理解ができる具体物の活用 

身近にはあるが測ったことがない道具（洗面器や鍋、やかんなど）

を使い、興味関心をもって取り組める学習内容にした。 

また、既習事項を想起できるよう前時に確認した１L の容器を使

って「１L セット」を作り、１L を基準として考えるヒントとして

の具体物を用意した。 

 

② 視覚的にとらえやすくする教材教具の工夫 

ワークシートには実際の手順を簡潔に明記することで、児童がス

ムーズに主体的に活動に取り組めるようにした。また、解答欄は表

ではなく、「予想」「理由」「結果」という思考の流れに沿って解答

できるように工夫した。 

 

③ 量感を養うための工夫 

L やｍLなど、単位の学習後、児童が身近にあるかさの表記の写

真を撮り、ロイロノートで全体に共有できるようにした。身近な量

感を調べたり、触れたりする経験を、この単元を通して積み重ねて

いく。 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 


